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＜連絡事項＞

・5/20朝食時から冷茶の提供を始めます。
・R3年度准看義市連絡協議会の入会金1000円ですが、6/10（木）までに経理の滝上さんまで納めてください。
＜患者様連絡事項＞
・原　吉郎様～本日14：00障害者サービス訪問調査実施しています。
・小山田　順様～介護保険被保険者証と介護保険負担割合証が届いています。妻様から原本も病院に預けたいと話しがあり、預かっています。スキャンして電子カルテへも取り込み済み。
・五日市　規様～コロナワクチン接種券が届かない事で、従兄弟様へ住所地の確認を行っています。従兄弟様は、所在地は分からないと話していますが、青明舎へも確認し、現住所はGHあおめのままだが本籍は岩手県二戸市にあるとの事。接種券は現住所に届くため、様子をみる事としていますが、GHに五日市様宛の郵便物が届いた際には連絡頂く事としています。
・古屋敷　純子様～身体硬直時　セパゾン（2）1T　5回分処方
・古屋敷　純子様～疾病教室を実施したいと希望あり、主治医へ確認。内容は統合失調症で実施して良いと指示を受けています。本人用の資料を作成しプログラムの時間を利用してすすめていく予定です。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～日課の時間を執拗に確認する事はあるが、迷惑行為や奇異行動はありません。他者トラブルのないよう所在の確認を行いながら、引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・長谷川　陽一様～過剰な要求や逸脱した行動はみられないですが、詰所に侵入して私物を持ち去ろうとすることあり。説明には了承されている。物のやり取りに注意し、病棟のルールが守れるよう介入していきましょう。
・古屋敷　純子様～眩暈を訴えてプログラム欠席し臥床傾向みられていますが、不安感や悲観的訴え頻回。服薬を行っても症状緩和しない事で、病状悪化していると訴え聞かれています。今後は自宅へ帰りたいと希望聞かれており、自身で症状に対応していく為にも疾病教室を行う事を提案。本人も実施したいと希望聞かれており、疾病及び服薬に対しての資料を作成次第、教育を開始していく事としています。15：00ベンチに座っているが床に倒れ込む事見られ、バイタルサインは異常なし。「背中を押された」と訴えていますが介入には抵抗なく座位を保つ事ができています。15：10不安感訴えジアゼパム（5）1T服用後は、自室へ戻り臥床して過ごしています。環境に関する訴えは聞かれませんが、本人の訴えを傾聴し対応していきましょう。
＜深澤Dr退院支援委員会＞
・中村　豊様～5/18から2泊3日でGHと“就労B型ひかり”の体験利用を実施しています。前回の外泊体験の際には、周囲への配慮に欠いた自己中心的な行動がみられた事から、今回は体験前に面談を実施し協調性と金銭管理について指導を実施してから外泊に行かれています。
・奥　孝子様～わくわくの郷を見学し、本人も入所の意向示している事から、入所に向けて準備を進めている。ご家族へは障害者手帳の申請が済み次第、障がいサービスの申請もお願いすることを説明(書類をこちらか兄宅へ郵送。郵送でのやり取りで進める)。6/7に施設入所予定。
・五日市　規様～現金や通帳などは自己管理していたが、印鑑を紛失したためスタッフ管理としている。失くした事を本人は他者に盗られた、女の人が持って来ると言い妄想に左右された発言聞かれている。スタッフとの外出機会を繰り返しながら現実体験を重ねていく。
　　　　　　　　コロナワクチンの接種券が届かない事から、住所地の確認を実施。本籍は岩手県二戸市にあるが、現住所はGHあおめ。
・松谷　さと子～退院先について本人は自宅を希望しているが、家族は施設入所を強く希望。私物の紛失時に、他者へ盗られたと妄想発言聞かれる事から周囲とトラブルとなる事を繰り返している。本人の意向も確認しつつ、家族・保健師と退院先や利用サービスを検討していく。
＜金Dr退院支援委員会・診察情報＞
・井上　和美様～本人への退院に向けて動機付け　施設グループホーム等の見学(本人は退院の意志なし）外界に目を向けない状況の為妹様の協力し再度外界に目を向ける様にし外出できる様に働きかける。退院支援としての具体的な方向性をご家族と検討していくように関わる事が今後の課題となる。    　病状の安定を図る様服薬調整を検討するも拒否発言あり。前に勧めない状況。お母様が4月に死去しているが、本人の病状には影響なし。
昨夜の事について「何したんだか、訳分からねえ…夜中にパン食ったのは知ってる。4階まで連れて来られたのは知ってるけど、その後が分からねえ…」と話される。今朝、排便があったとの事。診察では、落ち着いて話されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・角　穂並様～本人は自宅退院を希望しており、家族の現状からも自宅他院可能と主治医から指示あり。5/25主治医・家族を含めて面談実施予定。
　　　　　　　「お腹を下し安いです。食べた後に下してます。母も同じ体質で下してました。私は、小さい頃から、ずっと今まで下しています。」と話され、処方を希望されるが、処方せず様子を観る事となる。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・角濱　義弘様～自宅退院を希望しているが、両親が高齢である為、本人へのサポートは望めない。不安感を訴え薬剤調整実施中。日中臥床傾向にあり、易疲労感を訴える事は継続しているが、徐々にプログラムへ参加する時間を伸ばす事はできている。
　　　　　　　体調については「寝てる時間が長いです。」と答える。「今日は、体育館から帰ったら、疲れてぐっすり眠ってしまいました。」とも話されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・高橋　康満様～家族が遠方であり、治療に対しても非協力的。退院支援をすすめていく事は家族支援を受けられない状況により困難。
・坂本　福子様～病状により衝動的に怒鳴ってしまう為、他者とトラブルになりやすく、周囲のアドバイスも聞き入れる事が出来ない。浪費癖があり、金銭管理が難しく、軽躁状態になるとスタッフへの購入依頼も増加。同時に身体の不調訴えも増加し、自身での対応は困難。母親、弟がいるが家族からの受け入れは拒否的。
　　　　　　　　体調については「お陰様で怒ると言うこともなく過ごせてます。「昨日、膝にスミルを塗ったら痛くて痛くて大変でした。」との事。膝痛は歩行に支障がないとも話されている。今度、サポーターを購入すると言う。「便秘ぎみなので、酸化マグネシウムを出して下さい。」と要望聞かれるが、主治医より、これ以上処方できない旨の説明を受け渋々了解される。「ＧＨですけど、話が進んでいないとしたら…でも私はＧＨしかないので…他の人と暮らしたくないって思うんですけど、考えを変えて、他の人も暮らしたくないって思っているのではないかと思う様にしました。私に道を作って頂けませんか？（ＧＨを紹介してほしい）時々、娘の所に行きたくなってしまいます。」と涙声になる事あり感情失禁みられる。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・十日市　利喜様～本人が退院について考えられないと答えている。身元引受人がいない事から施設の入所は困難。アパート借用にあたり保証人不在となるため可能性は低い。今の生活能力から考えると退院後すぐに単身生活は困難であり、生活スキルアップのトレーニングは必要と考える。精神面では、妄想様の発言聞かれるが、日常生活に支障は見られない。
・小笠原　文人様～保護者となっている兄は岩手県軽米に在住中で定期的に面会にも来られており、協力的だが精神的に脆弱性がみられ、本人の支援を負担と感じている部分もある。現在も周期的に気分高揚、粗暴性、多弁、不眠、躁状態あるため他者トラブルにある可能性あり。
　　　　　　　　　体調について「調子はいいです。涎は、止まってきました。薬が効いていると思います。」と話される。午前の作業について「トランプを3人でやったけど…」と話すが1人の名前しか思いだせずにいる。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・中野渡　鉄男様～御家族様は非協力的で、現在は自宅への連絡を拒否されており、音信不通の状態。本人も「何もしない所がいい」と話され、施設選択が困難で今後の方向性を検討できない状況続いている。家族は名前貸しも拒否持続にて、施設等入所困難。施設の方向で検討しているが困難事例で進展見られない事から、成年後見制度の利用を検討中。
・沼山　真紀子様～昨日、あるふぁの体験利用に行ってきた事を、パンフレットを見せながら説明されている。「パソコンを10分位やりました。質問に沿って答え、自分の特徴を打ち込みました。よく親子揃ってくどいって言われるので、纏めたいと思っています。」と話される。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
